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薔
學
凝

究
　
　
第
鰯
＋
竜
壁

難
　
　
銀

七
二

調
音
感
畳
の
届
挫
に
就
い
て

岩
井
勝
二
既

　
調
音
威
畳
は
物
理
學
的
に
は
、
規
剛
則
正
し
い
音
波
に
、

殊
に
其
の
純
な
る
も
の
は
、
楽
歳
簡
軍
な
る
塞
氣
の
軍
一

弦
濯
動
に
鍋
閉
す
る
竜
の
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。

　
斯
様
に
二
軍
な
る
昔
波
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
は
、

一
方
に
は
、
其
の
振
幅
、
他
方
に
は
、
其
の
振
動
歎
が
あ

ウ
、
央
々
、
威
麗
の
上
で
は
、
強
弱
、
高
低
と
し
て
現
は

れ
る
と
い
ふ
。

　
併
し
仔
細
に
此
の
血
紅
を
三
昧
す
れ
ば
、
爾
、
多
撒
の

恥
鵬
牲
が
あ
る
か
と
竜
見
ら
れ
、
大
小
、
明
暗
乃
至
、
音
階

上
で
は
。
、
a
、
等
を
匿
飽
し
、
更
に
は
或
る
振
動
藪
は

母
者
0
に
類
し
、
他
の
振
動
緻
は
U
に
似
る
な
ど
と
竜
い

は
れ
る
。

　
此
等
の
到
断
は
、
各
々
朋
々
の
無
性
に
基
い
て
な
さ
れ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
別
々
の
態
農
で
同
一
の
属
性
に
勢

す
る
π
め
に
起
る
の
か
、
さ
な
く
ば
、
寧
ろ
綜
合
的
乃
至

は
聯
想
的
の
根
篠
に
立
ち
て
説
明
せ
ら
る
べ
き
，
で
あ
ら
う

か
。　

私
が
次
に
述
べ
や
う
と
ず
る
の
は
、
斯
様
な
問
題
に
就

い
て
、
最
近
に
米
誌
コ
。
ネ
ル
大
野
の
實
験
揚
か
ら
螢
表

せ
ら
れ
た
リ
ッ
チ
氏
の
論
文
の
梗
概
で
あ
る
。

　
歴
史
的
文
献
的
の
研
究
を
述
べ
π
跡
で
、
簡
輩
に
同
氏

の
實
鹸
的
研
究
に
就
い
て
紹
介
し
π
い
心
算
で
あ
る
。
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管
Q
認
び
の
客
9
閑
凶
。
財
”
・

　
　
b
5
0
宕
自
鴇
o
h
8
冒
9
。
一
b
舘
ほ
び
昌
紳
譲
冒

　
　
　
（
円
財
o
b
日
Φ
臥
＄
ご
噸
。
娼
B
β
巴
O
h
男
の
唄
◎
げ
9
0
σ
身
￥
婦
呂
鎚
b
二
）

聰

　
ゆ
ビ
ヨ
ほ
　

　
ス
ツ
y
プ
は
、
八
音
程
を
隔
つ
る
調
晋
問
に
相
似
開
係
の

あ
る
こ
と
は
、
夙
に
昔
樂
家
や
、
心
理
學
上
に
認
め
ら
れ

て
ゐ
鬼
と
い
っ
て
み
る
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ヨ
ヨ

　
一
定
の
調
音
と
、
母
音
と
の
闘
係
竜
、
亦
、
辱
リ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ゆ
コ
の
ゆ
　
り

（
」
八
二
八
）
や
、
ヘ
ン
ぜ
ン
（
一
八
九
一
）
の
早
く
注
意
す

る
所
と
な
つ
カ
。

　
其
の
他
、
低
い
調
昔
は
、
高
い
の
に
比
し
て
、
彪
大
の

威
じ
を
尽
る
乙
と
は
、
日
常
経
験
の
示
す
所
で
あ
う
、
叉

ゑ
セ
む
ゴマ

ヅ
ハ
（
一
八
八
六
）
は
、
い
か
な
る
調
音
竜
、
皆
、
明
曙
爾

要
素
の
複
合
よ
り
な
る
と
述
べ
て
み
る
。
「

　
併
し
、
此
等
の
諸
種
の
特
徴
に
就
い
て
、
系
統
的
の
記

載
を
な
し
た
の
は
、
ス
ッ
y
ブ
に
搾
る
。

　
ス
ツ
y
ブ
は
、
其
の
昔
響
心
理
學
第
一
魅
（
一
八
八
、
三
）
で

　
　
　
　
　
調
普
感
難
の
陽
盤
に
就
い
て

は
、
大
小
、
明
晴
は
屈
性
で
は
な
く
、
聯
想
の
焼
産
に
愚

ぎ
ず
と
し
た
が
、
第
二
霧
（
一
八
九
〇
）
で
は
、
延
長
叉
は

ザ
リ
ユ
ム

容
積
を
儀
高
低
と
並
ぶ
厩
性
と
認
め
π
。
明
暖
は
、
猫

立
の
厩
性
と
し
て
は
認
め
ず
、
第
八
晋
と
の
相
似
も
、

融
合
の
度
合
に
墓
く
と
し
て
、
毒
性
と
す
る
こ
と
を
櫃
ん

だ
。

　
り
ご
　
む
ロ
　
ゆ
ニ

　
マ
ク
ド
ガ
ル
は
、
高
低
を
雨
種
の
慢
性
に
引
き
離
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ク
オ
リ
テ
ィ

哺
調
音
と
、
其
の
上
下
へ
の
第
八
音
と
に
共
逓
な
る
性
質

と
、
八
二
中
に
於
て
他
の
諸
王
昔
か
ら
匝
別
せ
ら
れ
る
特

徴
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
從
て
氏
に
由
れ
ば
、
調
膏
醸
罷

の
あ
ら
ゆ
る
性
質
は
、
輩
一
な
る
八
丁
申
に
含
ま
れ
、
絵

他
の
各
黙
思
申
で
は
、
唯
、
そ
れ
が
繰
返
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
更
に
氏
は
、
上
掲
の
第
二
特
徴
を
ば
、
観
、
鰯
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
ス
テ
ン
シ
ヂ
イ

温
畳
の
揚
合
に
於
け
る
延
長
と
同
一
階
級
の
竜
の
と
見

る
。
（
一
八
九
九
）

　
　
　
が
バ
ゆ
り
ぱ
や
ゆ
ぢ

　
エ
ム
、
マ
イ
ヤ
ァ
は
、
晋
波
の
振
動
数
に
俘
ひ
て
墾
ず
る
爾

　
　
ト
ソ
ヨ
ヒ
　
オ
ま
　
　
ト
ン
ヘ
フ
ア
ル
ペ

属
性
、
高
　
低
、
性
質
を
認
む
。
蝕
し
躁
膏
は
高
低
を
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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三
三
研
兜
　
箪
四
＋
七
號

く
。
冠
り
に
、
雨
曝
晋
問
の
高
低
は
、
匿
別
せ
ら
れ
得
と

し
℃
も
、
其
の
間
隔
は
知
ら
れ
臓
。

　
同
様
に
し
て
、
極
め
て
高
い
調
音
や
、
低
い
調
書
も
唯

々
性
質
・
上
の
旺
別
を
立
て
得
る
に
過
ぎ
諏
。
從
て
、
昔
樂

は
高
低
に
闇
係
す
る
の
で
あ
／
。
第
八
吾
と
の
相
似
も
、

此
の
爾
厩
性
は
假
定
に
よ
ウ
て
設
明
し
得
る
と
い
っ
て
み

る
。
（
一
九
〇
三
）

　
　
　
　
め
ゆ
づ
ゆ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
ド
び
り
　
ぢ
ビ

　
後
年
、
レ
調
ス
や
、
ケ
エ
ラ
ァ
の
論
文
の
出
た
後
、
マ
イ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
リ
テ
イ
ト

ァ
は
、
自
分
の
高
低
、
性
質
は
夫
々
、
レ
．
エ
ス
の
性
　
質
、

ヒ
む
ぼ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
カ
リ
テ
イ
ト

高
低
と
、
又
ケ
エ
ラ
ァ
の
母
音
性
は
、
自
分
の
性
質
と
同
一
．

だ
と
蓮
べ
陀
。
・
（
一
九
一
四
）

　
づ
ら
ヨ
リ
ヨ
リ

　
ダ
ン
ラ
ッ
プ
（
鴫
野
〇
五
、
一
九
一
二
）
は
、
三
等
が
大
で

あ
る
臼
常
の
経
験
に
注
意
し
、
高
低
の
差
異
は
、
挙
面
直

線
上
の
差
異
に
比
較
せ
ら
る
べ
し
と
な
し
、
從
て
高
低
を

ぱ
、
調
音
の
延
長
的
厩
性
と
認
め
だ
。

　
ニ
き
き
ヨ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ョ
ぜ
エ

　
ブ
レ
ソ
タ
ノ
（
一
九
〇
七
）
は
、
性
質
、
高
低
の
爾
腸
性
を

立
つ
。
前
者
は
、
各
八
音
中
に
繰
返
さ
れ
る
竜
の
で
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
瞬

者
は
、
明
屠
の
爾
要
素
か
ら
成
う
、
種
々
な
る
割
合
に
蓮

績
的
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
う
て
、
ご
晋
階
内
の
各
音
を

つ
く
る
。

　
は
ヨ
け
さ
ゴ
　
　
ヨ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ヅ
チ
　
　
ブ
リ
ユ
ム

　
テ
チ
ネ
ル
は
、
性
質
的
厩
性
を
高
低
、
大
小
の
二
つ
と

し
た
。
（
一
九
〇
八
）

　
論
者
は
言
立
に
攣
化
し
得
る
も
の
で
、
晋
階
の
雨
端
で

は
馬
大
小
の
方
が
高
低
よ
り
菟
速
く
、
申
問
域
で
は
、
渥

く
礎
化
す
る
。

二

　
ケ
ェ
ラ
ァ
は
、
一
九
〇
九
年
の
論
交
で
、
，
一
定
の
音
叉
の

寒
暑
が
或
る
特
別
の
母
音
と
類
似
す
る
乙
と
を
注
意
し

た
。
此
の
方
面
の
實
験
的
研
究
を
進
め
て
、
観
察
者
を
し

て
、
種
々
な
る
音
叉
の
出
す
調
音
に
点
し
て
、
其
と
類
似

の
母
音
を
報
告
せ
し
め
、
其
の
罵
る
者
は
、
U
、
0
、
A
、

罰
、
1
の
轡
膏
と
似
、
其
の
他
の
蔦
の
は
、
．
此
等
爾
母
音

の
中
間
に
位
す
る
こ
と
を
見
π
。
　
，
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此
等
の
類
似
は
、
調
音
其
の
者
に
内
存
し
、
聯
想
に
解

く
も
の
で
な
い
と
思
は
れ
る
が
、
内
省
的
の
報
告
は
暑
し

此
を
警
備
實
験
と
し
て
、
更
に
、
本
實
瞼
に
入
う
て
、
三

十
種
の
暑
叉
を
無
秩
序
的
に
十
五
回
毎
、
聴
か
し
め
て
同

様
の
報
告
を
な
さ
し
め
だ
。
結
果
は
大
膿
上
、
母
音
性
は
、

振
動
歎
の
櫓
加
に
曇
れ
て
、
b
、
0
、
A
、
封
、
工
の
順
序

で
、
間
々
、
A
と
E
と
の
問
に
A
が
上
る
。
雨
純
音
の
中

間
に
あ
る
調
晋
は
、
爾
隣
接
轡
膏
に
似
る
。

　
斯
様
な
結
果
に
基
い
て
、
ケ
出
ラ
ァ
は
、
高
低
と
並
で
、

ク
ワ
リ
テ
イ
ト
フ
オ
カ
ル
ク
ワ
リ
テ
イ
ト
　
　
　
フ
オ
カ
リ
テ
イ
ト

性
質
、
母
昔
筋
質
或
は
、
母
・
・
音
性
て
ム
厩
性
を
立
て
た
。

　
　
　
　
　
ア
ウ
ス
が
ヅ
ア
イ
ヒ
ぷ
テ
ソ
プ
ソ
ロ
ク
テ

　
次
に
は
、
叉
、
蒋
　
向
　
黙
を
定
め
た
。
す
な
は
ち
、

混
合
母
晋
を
持
つ
調
晋
か
ら
禺
翻
し
て
、
次
第
に
、
振
動

数
を
凝
化
し
、
純
母
吾
を
得
、
進
み
で
正
に
次
の
母
樹
の

痕
跡
を
含
む
に
到
ら
し
め
、
こ
れ
を
上
下
爾
方
向
に
就
い

て
決
定
し
π
。
韓
向
鮎
は
、
牟
母
膏
逗
か
ら
は
じ
あ
て
、

U
、
0
、
A
、
E
、
を
経
て
一
に
至
る
懐
で
、
殆
ど
精
確
に
八

普
翻
意
に
あ
る
。
（
一
九
一
〇
）

　
　
　
　
　
綱
暫
感
聾
の
騰
牲
に
就
い
て

　
第
三
の
論
交
（
蛸
九
一
三
）
で
は
、
極
め
て
高
い
調
音
に

就
い
て
研
究
し
、
1
の
上
方
、
更
に
八
音
毎
を
隔
て
、
S
、

鯉
、
及
び
面
を
聴
き
、
・
此
等
の
音
亦
主
な
る
曝
晋
に
あ
ち

ず
し
て
、
調
法
な
う
と
し
た
。

　
レ
講
ス
ぽ
、
調
理
に
就
い
て
、
各
八
音
毎
に
繰
返
し
表

　
　
ク
ウ
リ
テ
イ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
む

ば
れ
る
性
質
と
、
八
昔
を
異
に
す
る
に
絆
て
礎
ず
る
、
高

オ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

低
と
を
立
て
た
9
此
の
気
早
性
は
濁
立
に
饗
化
す
る
こ
と

が
出
馬
る
。

　
第
一
、
振
動
数
の
差
異
、
極
め
て
小
に
し
て
、
其
の
「
差

異
の
方
向
の
到
別
せ
ら
れ
ぬ
際
に
竜
、
爾
昔
の
差
異
あ
る

こ
と
を
到
齢
す
る
乙
と
が
出
來
る
。
此
の
揚
合
の
到
断
は
、

高
低
に
写
せ
ず
し
て
、
性
質
に
呈
し
、
辮
別
閾
は
、
高
低

の
場
合
よ
ら
竜
低
い
。

　
第
二
、
爾
調
晋
が
八
暦
程
の
間
隔
を
保
つ
揚
合
に
は
、

高
低
の
異
な
る
に
拘
ら
ず
、
同
一
の
性
質
を
示
す
。

　
第
三
、
レ
ゴ
ス
は
、
　
一
耳
に
就
い
て
、
或
る
範
團
に
捗

う
て
、
性
質
は
失
は
れ
尤
が
、
此
に
封
算
す
る
高
低
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
渡
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鞍
、
醗
　
醗
　
究
　
　
第
四
十
七
壁

．
故
障
の
な
い
患
者
を
瞥
見
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ロ
ヂ
イ
　
ド

　
第
四
、
聴
畳
頂
及
び
閾
附
近
の
調
音
は
、
旋
律
の
わ
か
．

ら
顧
人
の
威
畳
と
同
檬
に
、
高
低
は
あ
る
が
、
性
質
を
鋏

く
。

　
レ
エ
ス
は
、
ケ
エ
ラ
ァ
の
母
音
性
を
認
あ
π
が
、
此
を
高

低
、
性
質
の
穿
れ
と
も
、
同
一
親
は
し
な
い
。
（
一
九
一
二
、

唱
九
一
三
）

　
一
九
一
四
年
、
ス
ツ
ソ
ブ
は
、
レ
．
エ
メ
の
盤
質
と
高
低
と

の
匿
別
を
認
め
、
高
低
と
明
曙
と
の
印
象
を
同
一
な
う
と

し
だ
。
併
し
な
が
ら
、
レ
嬬
ス
が
雲
立
的
獲
化
性
に
保
し

て
用
ゐ
泥
謹
明
を
批
到
し
て
、
第
輔
、
第
三
の
謹
明
は
、

事
實
以
上
に
出
つ
る
も
の
と
し
、
實
際
、
観
察
者
に
よ
う
て

は
、
高
低
差
異
の
方
向
並
に
性
質
差
異
の
方
向
を
辮
繁
し

得
べ
く
、
從
て
甥
途
の
解
繹
竜
亦
可
能
で
あ
る
と
v
ふ
。

ス
ツ
ソ
ブ
宮
ら
レ
誠
ス
の
實
験
の
下
る
竜
の
を
繰
返
し
、
し

か
竜
剣
噺
の
規
則
性
を
見
幽
す
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。

槻
察
者
に
よ
う
て
は
、
調
音
申
に
、
純
轡
膏
を
果
圃
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

ぬ
も
の
竜
あ
う
、
叉
、
唯
、
U
と
一
と
の
外
は
聴
き
得
澱

も
の
も
あ
っ
π
。
ケ
ェ
ラ
ァ
の
純
母
音
が
悉
く
C
昔
に
あ
る

と
こ
ろ
が
ら
考
へ
て
、
ケ
ェ
ラ
ァ
の
観
察
者
は
、
調
晋
C
を

純
母
暑
す
な
は
ち
調
督
膿
系
上
の
韓
向
瓢
と
陣
ぶ
に
至
つ

π
の
か
竜
知
れ
ぬ
と
し
た
。
從
．
て
種
々
な
る
母
音
は
輩
に

高
低
叉
は
明
暗
を
異
に
す
る
同
一
性
質
の
も
の
と
荏
る
。

す
な
は
ち
、
0
は
明
な
る
U
云
々
と
な
る
。

　
斯
様
に
し
て
メ
ツ
ソ
ブ
は
、
母
胎
性
を
調
音
の
厩
性
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ウ
リ
テ
イ
ト
　
ヘ
リ
ヒ
カ
イ
ト
ぜ
ダ
リ
ユ
ム

る
こ
と
を
拒
み
、
氏
に
あ
う
て
は
性
質
、
明
暗
及
び
大
．
小

の
三
種
無
性
を
認
あ
陀
。

三

　
ゑ
ま
ぽ

　
フ
。
ト
（
一
九
一
四
）
は
、
ケ
エ
ラ
ァ
の
轡
音
性
を
認
め
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ツ
チ

が
、
レ
調
ス
の
爾
種
属
性
を
採
参
て
、
自
ら
此
を
高
低
、

リ
ユ
ム

大
小
と
呼
ん
だ
。
但
し
ワ
ッ
ト
の
所
謂
高
低
と
大
小
と
は
、

　
　
　
　
　
ク
ワ
リ
テ
イ
ト
　
　
　
　
ヒ
ゑ
オ
エ

夫
々
レ
エ
ス
の
量
質
、
と
高
低
と
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
。



　
　
　
一
九
哺
五
鈷
牛
、
　
ケ
エ
ラ
ァ
は
「
更
に
嘲
調
訟
日
腐
心
秘
一
の
問
頴
ご
に
就

　
　
い
て
述
べ
た
。

　
　
ト
ソ
ヒ
は
カ
コ

　
　
高
低
は
、
調
音
の
命
名
及
び
音
階
の
嵩
上
に
用
み
る
厩

　
牲
で
あ
る
。

　
　
ヘ
リ
ヒ
カ
イ
ト

　
　
明
驕
は
、
明
曜
の
印
象
を
與
る
聴
現
象
に
用
ゐ
ら
れ
、

　
．
肥
れ
以
上
葭
此
の
特
徴
に
就
い
て
は
読
明
す
る
之
と
は
出

　
家
子
。

　
　
母
習
性
に
就
い
て
は
、
前
の
揚
合
と
同
じ
く
、
明
曙
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ソ
ヘ
ク
ゆ
ベ
ル

　
母
｝
晋
性
と
を
併
せ
て
、
督
膿
と
呼
ぶ
。

　
　
大
小
、
張
弱
亦
此
の
音
禮
に
厩
す
る
が
、
競
に
は
述
べ

　
臓
。

　
　
ケ
エ
ラ
ァ
は
事
例
に
由
り
て
、
高
低
と
音
膿
と
の
猫
立
な

　
る
≧
と
を
示
し
だ
。

　
　
晋
階
の
上
面
で
は
、
音
程
の
劉
臨
は
な
く
な
る
が
、
母

　
音
性
系
列
の
下
向
黙
は
な
く
な
ら
ぬ
。

　
　
　
レ
エ
ス
の
用
ゐ
π
患
者
で
は
、
其
の
故
障
の
あ
る
部
分

魏
　
内
で
は
。
純
母
晋
の
八
音
關
…
係
は
正
常
で
あ
る
が
、
音
膿

　
　
　
　
　
　
調
醤
感
畳
の
騰
魅
に
就
い
て

と
賢
愚
の
な
い
高
低
の
み
が
失
は
れ
て
る
る
。

　
加
之
、
極
め
て
高
い
及
び
低
い
調
音
や
、
昔
樂
の
素
養

の
無
い
人
の
調
音
戚
畳
は
、
高
低
を
敏
く
が
、
晋
膿
は
存

す
る
。

　
　
リ
リ
む
う
ゆ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
カ
け
ゑ
ヒ

。
　
モ
デ
ル
及
び
リ
ン
チ
は
、
一
九
一
五
年
に
、
ヶ
エ
ラ
ァ
の
主

要
實
駒
（
一
九
一
〇
）
を
繰
返
し
泥
。
但
し
ケ
潔
ラ
ァ
の
揚
合

に
用
み
だ
刺
激
の
無
秩
序
的
呈
示
に
代
へ
て
、
こ
＼
で
は

秩
序
的
に
行
っ
た
。
精
確
な
る
純
母
昔
問
の
八
昔
闘
係
は

見
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
其
の
他
の
結
果
は
同
様
で
あ
っ

た
。

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ゆ
り
　

　
　
一
九
一
五
年
、
ワ
イ
ス
亦
同
様
の
實
験
を
行
ひ
、
種
々
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
ユ
ム

る
結
果
を
報
告
し
π
。
テ
乎
ネ
ル
の
大
小
と
母
音
性
と
を
相

帥
し
や
5
と
試
み
だ
。

　
翌
年
、
リ
ッ
チ
は
大
小
の
鵬
性
に
寂
す
る
研
究
を
公
表
し

　
た
。
先
づ
、
音
階
上
、
六
斎
に
隔
て
大
小
鋼
噺
の
差
異
閾

を
決
定
し
、
其
の
結
果
、
此
種
の
到
断
が
容
易
に
、
且
敏

感
に
な
さ
れ
、
叉
鵬
性
的
墓
詣
に
立
つ
ら
し
く
見
え
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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い
か
な
る
織
に
於
て
竜
、
大
小
閾
は
高
低
閣
よ
う
は
高
く
、

　
　
　
　
ぞ
ゆ
げ
ヨ

然
か
も
、
エ
エ
ベ
ル
法
面
に
從
ふ
。

．
從
て
、
大
小
は
、
不
可
分
離
性
と
、
濁
立
墾
化
性
と
の

爾
特
性
を
満
足
す
る
も
の
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
タ
ユ
ン
ル
む
ぢ

　
乍
併
、
≧
れ
は
攣
化
装
置
か
ら
得
掩
調
吾
を
用
ゐ
π
結

果
で
あ
る
か
ら
、
更
に
纏
音
に
由
う
て
の
験
得
を
要
す
る
。

　
ワ
。
ト
の
新
著
、
暑
響
心
理
學
（
“
九
一
七
）
で
は
、
母
音

　
　
　
オ
ク
ダ
ザ
ク
オ
リ
デ
イ

性
と
、
八
音
群
雲
と
を
省
き
、
唯
々
高
低
乏
大
小
と
を
全

し
π
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
オ
リ
テ
イ

　
全
て
の
昔
響
は
、
同
一
の
性
質
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら

雨
者
共
に
性
質
的
の
厩
性
で
は
な
い
。

　
　
　
　
オ
ル
ヂ
ナ
ル

　
高
低
は
順
序
的
厩
性
、
す
な
は
ち
位
置
に
關
す
る
厩
性

　
　
　
　
　
　
　
エ
キ
ス
リ
ア
ソ
シ
ヴ

’
で
あ
う
、
大
小
は
外
延
的
薦
性
で
あ
る
。

　
い
か
な
る
現
象
上
の
調
音
竜
、
極
め
て
高
い
竜
の
を
除

け
ば
、
多
藪
O
乙
窪
の
総
和
で
あ
ム
、
其
の
総
懸
が
、
其

の
調
音
の
大
小
を
形
成
し
、
優
越
な
る
。
疑
霧
が
、
此
に
、

其
の
高
低
を
與
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
ダ
サ
ユ
ム

　
大
小
は
奉
廊
廟
で
、
然
町
鳶
の
共
通
的
な
る
出
立
鮎
が

最
高
可
聴
的
な
る
調
督
の
O
急
霧
に
あ
る
の
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
リ
ユ
ム

ら
、
任
意
の
調
音
の
大
小
に
は
、
其
よ
ム
竜
眼
い
全
て
の

　
　
　
ダ
リ
ぬ
ム

調
音
の
大
小
が
含
曇
れ
る
。

　
期
襟
に
大
小
を
厩
性
と
し
て
立
す
る
た
め
に
、
フ
ヲ
ト
は

低
い
調
晋
は
大
、
高
い
調
音
は
鏡
細
で
あ
る
と
い
ふ
日
常

の
経
験
を
引
用
し
、
高
低
の
辮
溺
は
、
大
小
の
そ
れ
に
比

し
て
、
昔
階
の
申
問
域
に
あ
ウ
て
は
、
細
く
、
雨
端
に
あ

う
て
は
粗
で
あ
る
と
蓮
べ
、
O
益
霧
と
し
て
の
氏
の
高
低

の
概
念
中
に
内
存
す
る
延
長
的
騰
性
の
意
隈
を
示
し
、
斯

篠
な
属
性
が
融
合
の
説
明
に
必
要
な
こ
と
を
繋
い
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
リ
ユ
ム

　
進
ん
で
、
吾
程
の
到
漸
は
爾
調
音
の
大
小
の
比
に
基
べ

と
し
、
特
に
一
定
の
調
音
は
其
の
第
八
督
の
大
さ
の
二
倍

の
大
さ
を
有
し
、
重
て
潮
位
日
程
に
賄
う
て
聖
画
を
上
る
に

際
し
、
調
昔
の
大
さ
は
、
等
量
づ
＼
を
減
ず
る
に
あ
ら
で
、

殆
ど
折
牛
せ
ら
れ
る
乙
と
と
な
る
。
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醸
　
　
瞭
　
　
　
澱
暴

爵
鳶

》
ウ

難
葱

　
　
　
　
蛋
　
『
の
腔
露
目
娼
酌
　
篇
◎
り
O
C
）
　
　
　
　
娼
悼
σ
げ

＜
o
欝
旨
。

g
・
豊
｛

＜
o
ご
目
①

囹
客
。
げ

鍔
昌
曾

ρ
雪
獄
曙

「
曹
嘗
層
客
。
げ

U
5
艮
さ
。
娼

団
淳
。
げ

三
二
u
営
郎
。

掲
浜
O
げ

ゆ
言
口
曙

日
悌
。
げ
Φ
口
胃

賠
純
。
げ

く
。
ぎ
営
Φ

目
。
琴
寡
唄

耀
奢
　
　
一

娼
客
。
げ

＜
o
。
鋒
苗
∂
β
費
苗

の
ε
百
鷺
お
峯
）
器
e
g
。
困
ビ
曇
霞
⇔
Φ
ぎ
冨
旨
Φ
　
　
　
　
曾
薮
苗

蓼
零
　
　
（
帥
q
H
麻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
く
9
昌
濁
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
淳
。
げ

図
0
3
巨
霧

尉
面
げ
ぐ
謬
O
萄
駐
。
謄

ぎ
罫
揖
。

く
。
。
端
脳

娼
は
。
げ

顛
暮
芸
お
笥
）

辱
＃
o
一
ド

づ
〇
一
蛋
白
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
覧
σ
q
げ
掌
O
σ
q
自
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
㎝
胆

娼
詳
。
副

7
＜
O
ゴ
営
Φ

碧
O
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
娼
嫉
O
財
一
尉
瓢
σ
◎
酎
σ
口
㊦
匂
q
訟

く
O
一
§
Φ
　
　
　
　
　
　
　
梯
O
口
跨
財
ぴ
賢

四
、

蹴脚

ﾝ
爾
脚
癬
蝉
の
糊
騰
韓
｝
に
蔵
脚
い
て

　
上
掲
諸
學
者
が
、
・
調
晋
威
畳
の
厩
性
分
化
に
關
す
る
研

究
で
用
ゐ
妥
方
法
の
主
要
な
る
。
も
の
は
次
の
四
つ
に
蹄
せ

ら
れ
る
。

　
1
現
象
的
観
察

　
∬
異
常
者
の
蒲
…
察

　
璽
音
階
の
千
生
に
於
け
る
観
察

　
W
曝
昔
並
び
に
、
極
め
て
弱
き
調
音
及
び
極
め
て
短
き

　
　
調
号
の
目
性
の
研
究

　
第
一
法
は
、
最
竜
普
通
且
原
始
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

至
る
特
徴
の
鵬
性
的
状
態
に
就
い
て
の
知
見
を
駆
る
も
の

で
は
な
い
。

　．

謫
�
@
は
、
ス
ツ
y
ブ
込
注
意
し
π
様
に
、
一
義
的
な
結

果
を
凱
ハ
る
も
の
で
は
な
嶋
特
に
音
樂
の
素
養
の
な
い
観

察
者
の
揚
言
で
は
、
假
う
に
其
の
入
の
差
異
閾
が
高
い
と
、

し
て
竜
、
別
に
、
正
常
な
観
察
者
に
就
い
て
竜
、
同
様
で

あ
る
乙
と
を
知
ら
な
い
以
上
は
、
此
を
以
て
直
に
當
該
厩

牲
の
閾
で
あ
る
と
看
倣
す
こ
と
は
正
写
で
は
な
い
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
七
允
　
・
　
　
　
－
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第
三
法
は
、
其
の
範
園
内
に
於
け
る
焦
性
の
濁
立
攣
化

性
を
示
し
得
る
黙
は
有
効
で
あ
る
が
。
併
し
、
こ
れ
に
は

重
大
な
限
界
の
あ
る
こ
と
で
、
す
な
は
ち
、
音
階
の
中

部
、
最
竜
普
通
に
用
ゐ
ら
れ
る
部
分
の
關
係
に
就
い
て
は

何
等
示
す
と
乙
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
四
法
は
、
不
可
分
離
性
の
方
面
で
の
謹
擦
を
興
へ
る
。

す
な
は
ち
、
何
時
で
竜
一
麗
性
が
昔
か
ら
失
は
れ
る
と
、

華
華
は
、
調
昔
よ
う
は
、
寧
ろ
軍
慮
に
厩
す
べ
き
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
當
の
屡
性
は
、
調
音
威
畳
に
と
り
て
は
不
可

分
量
的
の
も
の
と
な
る
。
併
し
曝
昔
と
は
何
で
あ
る
か
。

難
鮎
は
、
其
の
定
義
に
關
潔
し
て
起
る
。

　
上
掲
の
諸
方
法
は
、
観
察
的
の
竜
の
か
、
よ
し
や
、
實

験
的
で
あ
っ
て
も
、
異
常
者
－
病
的
観
察
者
叉
は
音
樂

の
素
養
を
訣
く
人
・
1
に
關
す
る
竜
の
で
あ
っ
控
。
厩
性

的
の
細
別
を
立
て
る
た
め
に
、
音
階
中
部
圏
に
於
け
る
正

常
観
察
者
か
ら
得
π
實
瞼
的
の
資
料
を
與
へ
た
竜
の
は
な

塾
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
O

　
妓
に
遽
べ
る
リ
ッ
チ
の
實
験
は
、
實
に
、
此
の
映
略
を
補

は
む
が
た
め
に
行
は
れ
た
も
の
で
、
正
常
條
件
の
下
に
於

て
、
不
可
分
離
性
と
、
濁
立
話
化
性
と
の
雨
特
徴
に
就
い

て
雀
羅
を
行
つ
π
。

五

　
リ
。
チ
の
観
察
者
は
男
再
入
、
女
二
入
、
唯
一
人
の
例
外

を
除
け
ば
、
悉
一
鞭
く
と
も
、
自
ら
論
る
種
σ
登
算
を
奏

し
、
叉
は
歌
ひ
得
る
以
上
に
暑
樂
の
素
養
が
あ
っ
た
。
殊

に
四
人
は
其
の
造
詣
も
深
い
と
い
ふ
。
九
人
は
皆
、
心
理

學
に
關
係
し
た
野
馬
、
學
生
で
あ
る
か
ら
、
程
度
の
相
違

こ
そ
あ
れ
、
實
験
や
内
省
に
も
相
當
の
修
練
を
経
て
み

る
。
入
選
は
其
の
當
を
得
た
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
盟
。

　
唖
者
を
得
る
た
あ
に
は
、
可
な
り
苦
辛
の
跡
が
見
ら
れ

　
　
　
の
け
ヨ
ロ
コ
ゴ
　
む
ご
ゆ
づ
ヨ
マ
ぽ
ざ
ほ
ロ

る
。
ス
テ
ル
ン
氏
調
音
墾
化
装
置
に
二
十
四
掴
の
干
渉
管

を
蓮
結
し
て
、
主
要
な
る
部
分
音
を
除
く
こ
と
が
出
來
た

と
い
ふ
。
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各
特
徴
毎
に
、
艶
々
振
動
数
二
七
五
、
五
五
〇
一
一
〇

〇
の
三
者
を
標
準
刺
激
と
し
て
最
小
可
知
差
異
を
冤
め
、

詳
し
い
内
雀
的
艶
録
を
偽
合
せ
て
探
っ
た
。

　
常
恒
刺
激
差
異
法
に
よ
ウ
、
い
つ
れ
の
特
徴
に
就
い
て

も
、
比
較
刺
激
は
五
種
、
標
準
刺
激
に
等
し
い
竜
の
と
、

其
の
諸
軍
に
各
二
種
づ
、
。

　
二
三
の
例
外
は
あ
る
が
、
各
人
各
決
定
毎
に
豫
東
灘
瞥

は
別
と
一
て
五
＋
系
列
つ
つ
を
採
ウ
、
刺
激
野
毎
に
年
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ヨ
う
る
む

つ
、
時
間
的
順
序
を
墾
へ
、
刺
激
呈
示
の
序
次
は
チ
ジ
ス

に
由
う
で
定
め
、
乙
の
序
次
は
全
實
験
を
通
じ
て
同
一
に

保
つ
π
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ヒ
げ
ン
ロ

　
閾
の
算
定
に
は
、
軸
畑
鼠
に
よ
う
、
ア
ァ
パ
ン
氏
表
を
用

み
て
、
且
つ
其
の
結
果
を
た
め
し
π
。

　
各
決
定
毎
に
、
上
、
下
締
闘
の
各
に
つ
き
差
異
閾
（
L
）

精
度
（
R
）
、
及
び
C
す
な
は
ち
H
と
皿
と
の
相
乗
積
を
算
噛

出
し
た
。
此
の
最
後
の
値
は
使
用
軍
事
か
ら
猫
立
で
あ
る

π
あ
に
、
類
癌
的
の
精
度
と
し
て
、
統
計
の
場
合
の
趨
異

　
　
　
　
　
魏
曾
感
聾
の
醗
盤
に
就
い
て

係
数
に
相
當
す
る
役
目
を
待
つ
。
し
と
H
と
は
勿
論
振
動

歎
で
あ
ら
は
さ
れ
る
が
、
別
に
上
下
爾
闘
を
孕
均
し
て
、

不
定
閾
の
孚
分
、
す
な
は
ち
論
調
差
異
閾
と
、
此
の
亭
均

差
異
閾
の
標
準
刺
激
に
封
ず
る
地
、
す
な
は
ち
相
野
的
差

異
閾
と
を
覚
め
た
。

　
但
し
特
に
母
普
性
の
揚
各
に
は
、
別
に
蟻
封
比
較
法
を

併
用
し
た
。

幽－s

　
1
、
母
音
性

　
上
に
竜
蓮
べ
た
様
に
ケ
エ
ラ
ァ
の
場
合
で
は
、
・
一
母
音
の

一
方
の
側
の
調
昔
か
ら
始
め
て
、
限
界
法
的
に
、
少
し
づ

、
愛
化
せ
し
め
て
、
正
に
次
の
母
晋
の
痕
跡
を
認
む
る
に

至
ら
し
め
π
。
斯
様
な
手
績
に
内
曇
す
る
期
待
の
弊
害
を

避
け
て
、
爾
弄
う
特
に
行
る
絡
段
な
る
膏
質
の
み
を
、
純

母
吾
と
し
て
鋼
断
せ
し
め
る
愚
な
偏
向
を
な
る
べ
く
除
《

カ
め
に
、
舷
で
は
双
勤
心
懸
法
が
擁
ゐ
ら
れ
控
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
八
一
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哲
　
攣
、
研
　
究
　
　
第
鰯
塾
七
盤

　
U
に
費
し
て
は
、
振
動
撒
二
四
〇
乃
至
二
八
○
を
五
振

動
づ
、
を
隔
て
㌧
九
種
に
、
0
に
興
し
て
は
四
八
○
乃
塁

五
七
〇
を
十
振
動
づ
㌦
を
隔
て
、
十
種
・
に
、
A
に
鋤
し
て

は
九
六
〇
乃
至
一
一
四
〇
を
二
＋
振
動
づ
＼
を
隔
て
、
十

種
に
わ
か
ち
、
各
母
暑
毎
に
、
二
つ
づ
、
の
組
合
せ
の
あ

る
限
ウ
を
盤
し
て
刺
激
樹
を
つ
く
う
、
抽
籔
に
由
う
て
定

め
π
る
順
序
に
、
相
思
ぎ
呈
示
し
、
相
當
母
音
に
關
し
て
，

第
一
刺
激
に
比
し
、
第
二
が
「
よ
う
近
き
か
」
将
禿
「
よ
参

遠
き
か
」
を
剣
断
せ
し
め
る
。

　
血
膿
と
し
て
、
各
刺
激
毎
に
「
よ
う
近
く
」
と
乱
髪
せ
ら

れ
π
る
回
数
を
採
り
、
此
に
相
當
刺
激
を
乗
じ
て
李
均
し

興
る
も
の
を
主
要
値
と
す
る
。

　
各
槻
察
者
の
結
果
を
卒
均
す
れ
は
、
大
饗
に
於
て
八
三

關
…
係
を
保
つ
が
、
個
人
個
人
は
悉
く
異
な
る
植
を
探
ウ
、

然
も
、
精
確
に
八
音
關
係
を
保
つ
も
の
は
な
い
。

　
更
に
内
省
の
上
か
ら
見
て
、
纏
る
掘
察
者
は
、
既
往
の

経
駒
か
ら
持
ち
合
せ
の
知
畳
を
便
ウ
、
さ
な
く
ば
、
新
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
工

此
を
作
成
す
る
必
要
に
逼
ら
れ
、
い
つ
れ
に
せ
よ
、
母
昔

性
の
主
脚
は
薦
性
的
の
根
抵
が
な
く
、
知
畳
的
墓
礎
の
上

に
立
つ
こ
と
が
朔
か
と
な
つ
疫
。

。
豆
、
高
低
と
明
暗

　
高
低
と
明
瞬
蔦
典
に
腸
性
的
塞
礎
に
立
つ
と
思
は
れ
る

が
、
爾
者
は
寧
ろ
同
一
と
み
な
す
べ
き
略
の
で
、
然
も
、

其
の
曲
れ
を
根
祇
的
の
も
の
と
な
す
歯
も
な
く
、
結
局
、

此
の
薦
性
は
高
低
－
明
賠
と
呼
ぶ
に
如
く
は
な
い
。

　
璽
、
大
小

　
大
小
が
厩
性
的
基
礎
に
立
ち
、
且
叉
エ
ェ
ベ
ル
鋼
に
從
ふ

こ
と
は
、
ジ
ッ
チ
が
一
九
一
六
年
の
實
験
に
於
て
認
め
カ
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
今
や
純
音
の
場
合
に
就
い
て
も
亦
同

様
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
費
た
。

　
聰
、
吾
質

　
音
質
の
差
異
閾
を
定
め
る
に
は
、
種
々
な
る
困
難
が
俘

ふ
り
今
、
以
是
、
豊
年
早
上
暑
を
命
名
す
る
閥
性
な
う
と

定
義
し
で
特
残
結
果
は
、
大
膿
上
、
厩
牲
た
る
べ
き
可
能



盤
を
示
し
だ
。

　
換
言
す
れ
ば

　
イ
、
此
の
實
験
の
範
園
内
で
は
、
差
異
閾
は
、
高
低
一

　
　
明
暗
、
弱
質
、
大
小
と
順
序
を
逐
ひ
て
次
第
に
高
雲

　
　
る
。”

・
高
揺
i
明
晴
閾
は
・
落
の
申
央
に
向
っ
て
減
じ

　
　
其
の
外
方
に
増
す
。

　
　
昔
質
閾
は
、
エ
爵
ル
刷
に
從
は
ず
に
、
然
竜
吹
第
に

　
　
増
す
。

　
　
大
小
閾
は
、
エ
ェ
ベ
ル
刷
に
從
ふ
。

　
此
の
二
十
で
、
此
等
の
三
種
の
厩
性
は
猫
立
墾
化
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

保
つ
。

　
滲
澹
の
禿
め
に
、
リ
ッ
チ
の
数
字
の
中
か
ら
、
其
の
畢
均

差
異
閾
に
就
き
て
、
各
種
の
決
定
に
上
上
墾
魏
し
π
掘
導

者
の
分
だ
け
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
九
年
一
月
五
日
）

　
　
　
　
・
翻
暫
憩
聾
の
燭
牲
に
就
い
て
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